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ZA-ASSY 交換説明書 

 

１. 機器概要 

本製品は雑排 N シリーズの交換用ポンプアッセンブリです。以下製品に適合します。 

 

適合機種 

ZA-100N，ZA-100NA，ZA-100NPB，ZA-100NPBW，ZA-100NPBC（販売時期：2013～2017/10） 

SSP-100NA，SSP-100NPBS，SSP-100NPB（販売時期：2011～2013） 

SSP-100M，SSP-100N（販売時期：2009～2011） 

 

２. 各部名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 付属品 

 

 

 

 

 

  

 名称 備考 

［ａ］ 吐出管接続用袋ナット 袋ナット 対辺 48 ㎜ 

［ｂ］ モーター  

［ｃ］ インペラーケース  

［ｄ］ 逆止弁付き吐出エルボ  

［ｅ］ スイッチボックス  

［ｆ］ 防振ゴム（側面）  

［ｇ］ 固定ガイド  

［ｈ］ 電源コード 100V 接地極付き 

 

［ａ］ 

 

［ｂ］  

 

［ｄ］ 

［ｇ］ 

［ｃ］ 

 

Ａ       Ｂ     

 
 名称 数量 

Ａ メーターパッキン 1 個 

Ｂ 本書 1 部 

 

［ｆ］  

［ｅ］ 

有限会社スマートポンプジャパン 

https://www.smartpump.jp/ 

東京都世田谷区北沢 3-2-16 

TEL:03-5738-7440 FAX:03-5738-7441 
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４. ポンプアッセンブリの脱着方法 

ご注意！ 

この作業は、止水弁が閉じていること、1，2 号ポンプともに電源プラグが抜かれていることを確認の上、実施

してください。 

 

(１) 本体蓋の取り外し方法 

  

 

① 蝶ナット 4 個を外します。 ② フランジ枠、および本体蓋を外しま

す。 

 

 

(２) ポンプアッセンブリの取り外し方法 

   

③ ウォータープライヤー等で袋ナッ

トを外します。 

④ 電源コードのゴムフランジをケー

スの外から内側へ押し込んで外し

ます。 

⑤ ポンプアッセンブリを引き上げま

す。 
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(３) ポンプアッセンブリの取り付け方法 

   

① ガイドレール（写真赤丸） 

 

② ガイドレールにポンプアッセンブリ

の固定ガイドを合わせ、装着します。 

③ ガイドレール内に防振ゴムが正しく

セットされていることを確認します。 

  

 

 

 

④ 電源コードのゴムフランジを内側か

ら押し込み、フランジの溝を本体には

め込みます。 

⑤ 袋ナットをウォータープライヤー

等で適切に締め付けます。 

⑥ 閉止バルブをゆっくりと開けて、

ホースバンド・袋ナット部から漏

水がないことを確認します。 

 

(４) 旧本体ケース（2011 年以前のモデル）の場合 

   

① 旧本体ケース（2011 年以前のモデル） 

 

② 固定ガイド１に防振ゴムが付いてい

る場合は取り除きます。 

③ 本体ケースの底部の突起に固定ガイ

ド２を乗せます。 

   

④ 写真のように、固定ガイド１をガイド

レール A の左側に添わせます。 

⑤ 写真のように、固定ガイド１を 

ガイドレール B の右側に添わせま

す。 

誤った取り付け例 

 

写真のようにポンプが傾いた状態の場

合、③～⑤の３つの箇所を再度確認し、

正しい位置に設置し直します。 

ガイド 
レールＡ 

ガイド 
レール B 

固定ガイド１ 

固定ガイド２ 

固定ガイド２ 

ガイド 
レールＡ 

ガイドレール 
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(５) 本体蓋の取り付け方法 

   

① 本体ケースにゴムパッキンを取り付

けます。 

 

② 蓋を本体ケースに取り付け、フランジ

枠と蝶ナットで締め込みます。 

③ ゴムパッキンが見えなくなるまで

締め込みます。 

 

 

 

５. 試運転 

(１) 試運転前のチェック 

□ コンセントは通電しているか？（漏電遮断器やブレーカーが落ちていないか？） 

□ 電源プラグがコンセントにきちんと差し込まれているか？ 

□ 吐出配管の止水弁は全開となっているか？ 

(２) ポンプの試運転 

① 上部から注水（5L 以上）、または接続されている器具から排水し運転と停止を確認してください。袋ナット

や配管接続部などからの水漏れがないことを確認します。 

② 吐出管の配管長・管径に応じて 1～5 分程度の連続排水による試運転を実施します。 


